


九州大学名誉教授

図 1 Materials Transactions の2001年以降における JIF と

Metallurgy & Metallurgical Engineering 分野でのラン

クの推移(2)．(オンラインカラー)

図 2 高被引用論文に贈る証明書(案)の例．(オンラインカラー)
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Materials Transactions のランクと

インパクトファクター 向上を目指した最近の試み

欧文誌編集委員会委員長 堀 田 善 治

. は じ め に

「まてりあ」2021年 7 月号では，「Materials Transactions

の審査基準とインパクトファクター向上について」と題して

お知らせした(1)．Materials Transactions(以後 MT と表記)

の Journal Impact FactorTM(以後 JIF と表記)は図に示す

ように，2008年に 1 を下回って以後，0.7程度に低迷してき

た(2)．このような不名誉な状態から脱却すべく，編集委員

会・編集事務局では論文審査基準を見直すなど，一丸となっ

て戦略的に JIF の向上を図ってきた．その結果，2021年 6

月に Clarivate Analytics 社より発表された2020年の JIF は

1 を上回り，2000年初めの頃の値に戻った．欧文誌編集委員

長として，まずはこの回復を素直に受け入れて喜びたい．

JIF 向上にご協力いただいた関係各位に，心よりお礼申し上

げる．

しかしながら，最近の学術誌は JIF のインフレーション

が大きく，大半が 2 を遥かに超えた状況にある．図 1 に，

Metallurgy & Metallurgical Engineering 分野でのランクの

推移についても追加した(2)．ここでのランクとは，JIF の高

い順をいう．2000年初めは10位と高順位であったが，以

後，ランクは毎年低下している．2020年のランクは JIF の

増加に伴って若干上昇したものの，それでも対象80誌中の

50位とかなり低い．Materials Science の材料系学術誌に対

象を広げると，335誌の中で282位となっている．100に規格

化した場合，58/80は63位，282/335は84位に相当する．本

質的に質の充実を図り，JIF とともにランクの向上を図るこ

とが必須の課題となっている．

先の「まてりあ」7 月号では，JIF の向上を目指すために，

ゼロ被引用論文の解消， Review/Overview 論文の勧誘，

新規論文カテゴリ「Current Trends in Research(以後

CTR と表記)」の導入，共同刊行の充実，の 4 項目を設け

て，最近の対策をまとめた(1)．ここでは JIF 向上を目指し

た対策について補足し，欧文誌編集委員会の活動をお知らせ

する．

. インパクトファクターワーキンググループ(JIF

WG)の活動

欧文誌編集委員会ではインパクトファクターワーキンググ

ループ(JIFWG)を設けて，被引用状況の調査・追跡，特集

号の勧誘・編集，Review/Overview 論文の勧誘，論文査

読・審査への積極的関与など行っている．特に，被引用数の

調査データに基づいて，高被引用論文に証明書(図)を発行

することを計画した．証明書は共著者を含め，全員に送るこ
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表 1 2020年の高被引用数上位10(TOP10)の論文一覧．

 　　　　　　委員会だより

とになっている．MT への貢献度の大きさを称えて贈るもの

である．表は，2020年の JIF の向上に貢献した TOP10の

論文リストである．ちなみに，最高被引用数は 1 年間で22

となっている．

. Current Trends in Research (CTR)の現状

2020年に開設した CTR では，すでに 8 編の論文が掲載済

み(あるいは掲載決定)状況にある(3)(10)．いずれも MT での

特集号掲載論文および関連論文を特集号企画担当者より紹介

を受け，最近の研究状況をお知らせしたものである．また，

CTR での 8 編の論文の中には，2019年に論文賞を受賞した

論文 8 編(11)(18)の紹介記事が含まれている(7)．

. Review/Overview 論文の公募

MT 共同刊行の軽金属学会では，Review/Overview 執筆

者の公募を開始した．内容は，軽金属(主にアルミニウム，

マグネシウム，チタン，ならびにこれらを主成分とする合金

や化合物)を対象としたものになる．この公募では公益財団

法人軽金属奨学会からの支援を受けて，投稿料の補助と合わ

せて，執筆料20万円が著者に支払われることになってい

る．申し込みの詳細については，下記案内を参照いただきた

い．

https://www.jilm.or.jp/pageMTRjyosei
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. 特定論文収録集(PASDRA)の発行

MT では独自の試みとして，特定研究テーマの下に掲載さ

れた論文を集約した「特定論文収録集(PASDRA: Papers

Assembled in Specially Designated Research Area)」と称す

るウェブサイトを作成・公開した．最近では文献探索はイン

ターネットを使って容易に実現できる状況にあるが，より迅

速かつ正確に(洩れなく)関連論文が入手できることが望まれ

ている．また，しばしば多くの学術論文発行社からメールが

送り付けられてくるが，単発論文であることも多く，実際に

は関連分野のリサーチを自分で行うことが多い．この PAS-

DRA ではある一定の期間に掲載された論文をまとめ，単行

本あるいは国際会議・シンポジウム議事録の形式で，著者イ

ンデックスやキーワードインデックスを付けてまとめてい

る．下記ウェブサイトでは，筆者の研究分野より MT に掲

載された論文を収録した．このような PASDRA 企画は，動

向調査を含めたグループ研究の一環として，あるいは特定プ

ロジェクトの成果集として利用できるものと考えている．こ

の PASDRA アドレスは，MT のホームページを通してアク

セスできる状況にある．

https://www.jim.or.jp/journal/e/specialissue/si01/in-

dex.html

. 共同刊行の現状

MT では論文投稿を共同刊行の学協会で個別に受け付け，

審査を進めてきたが，2021年 4 月から投稿窓口を一本化し

た．各学協会の特徴を活かしながら受付・審査を同一の基準

とすることで，論文の形式と内容を充実させようというもの

である．外部から見て質や形式にばらつきがなく，統一感を

与えて引き締まった印象にできると信じている．この窓口一

本化は，共同刊行学協会の全編集委員会および会員のご理解

とともに，幹事の日本金属学会編集事務局と共同刊行学協会

編集事務局の多大な尽力の下に為し得たものである．現在な

お微調整が続いているが，結束を強めて，JIF やランクに関

わる厳しい現状を乗り越えることができればと切に願ってい

る．

. お わ り に

MT は金属学会をはじめ，14学協会が承認した論文を発

表する公式機関誌である．編集は学協会より委嘱を受けた編

集委員が担当し，査読者は専門性と信頼を基に選任され，厳

格に査読が行われる．最近新たな商業的ジャーナルが増えて

きているが，しばしば容易に掲載できる場合がある．いわゆ

るハゲタカジャーナル(捕食学術誌)と呼ばれている類である．

MT はこのような新興ジャーナルとは異なり，1960年に創

刊された歴史ある学術誌であり，論文の内容は学術的に保証

されたものである．業績評価に当たって JIF の高い学術誌

に公表されることは必然的に望まれるところであるが，一方

では学術的な信頼性があっての評価となる．業績評価では，

JIF も含めてどのような学術誌に投稿したかが問われること

がある．一旦ハゲタカジャーナルで公表すると，その後のキ

ャリアに致命的な影響を及ぼすことも懸念される．これに対

して，MT は創刊以来60年以上の歴史を誇る我が国発の材

料系学術誌との信頼を得ており，その矜持を失うことなく継

続できることを切に望みたい．
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